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　10月9日（日）、秋の武田の里ウォークとフェスタ韮崎を開催しました。会場となる韮崎中央公園は多くの人で賑わい、
大盛況となりました。ご来場いただいた皆さん、ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました！
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いい日いい日は、介護の日 特集

特集特集
　
第
１
号
被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　
　
８
，
９
７
４
人

要
介
護
認
定
者
数

（
要
支
援
１
～
要
介
護
５
）

　
　
　
　
　
　
１
，２
９
５
人

要
介
護
認
定
率
：
14
．
４
％

　
　
（
令
和
４
年
７
月
末
現
在
）

　
　

介
護
保
険
の
し
く
み

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
介
護

や
支
援
等
に
か
か
る
費
用
を
社
会
全
体
で
支
援
す

る
保
険
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
市
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
を
行
い
、
40
歳
以

上
の
皆
さ
ん
が
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
っ
て

保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に

費
用
の
一
部
を
利
用
者
負
担
と
し
て
支
払
う
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

被保険者 保険料の額 保険料の納め方

第１号
被保険者

（65歳～）

基準額▶61,600
円（年額）
10段階に区分さ
れた所得段階に応
じ て 、 基 準 額 の
0.3から1.9倍の保
険料額が設定され
ています。

老齢（退職）・遺
族・障害年金を年
額18万円以上受
給している方

年金からの天引き
【特別徴収】

上記の年金が年額
18万円に満たな
い方等

納付書による納付
または口座振替
【普通徴収】

第2号
被保険者

（40〜64歳）

加入している医療
保険の算定方法に
より決まります。

加入している医療保険の保険料と一
緒に納めます。
※詳細は加入先の医療保険者にお問い

合わせください。

■このページの問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当
　　　　　　　　　　　　 （保健福祉センター内）☎23-4313

あ
っ
た
か
介
護 

あ
り
が
と
う

　
毎
年
11
月
11
日
は
、「
介
護
の
日
」
で
す
。

　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
課
題
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
や
家
族
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
お
い
て
支
援

す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

　
「
ま
だ
介
護
は
必
要
な
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
加
齢
に
よ
る
体
の
不

調
や
急
病
、
予
期
せ
ぬ
事
故
な
ど
に
よ
り
突
然
、
介
護
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
た
め
に
も
「
介
護
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

       

介
護
保
険
料
の
支
払
い

40
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
と
一
緒

に
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方

は
、
個
人
ご
と
、
市
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

介
護
認
定
ま
で
の
手
続
の
流
れ

①
相
談
・
申
請
（
長
寿
介
護
課
）

　
持
ち
物
：
申
請
書
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
　
　
　
　
（
緑
色
の
証
）、
身
元
確
認
書
類

②
訪
問
調
査
（
申
請
者
の
心
身
の
状
態
を
確
認
）

③
主
治
医
意
見
書（
長
寿
介
護
課
か
ら
作
成
依
頼
）

④
一
次
判
定
（
認
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
判
定
）

⑤
二
次
判
定
（
認
定
審
査
会
に
よ
る
判
定
）

⑥
要
介
護
度
の
認
定

※
申
請
し
て
か
ら
要
介
護
度
が
認
定
さ
れ
る
ま
で

　
は
、お
お
む
ね
１
か
月
半
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。

⑦
認
定
結
果
通
知
（
申
請
者
へ
結
果
を
送
付
）

⑧
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

　
業
者
等
と
契
約
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
）

⑨
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

　
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
利
用
者
負
担
額
の

　
支
払
い
）

　
高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
８
期
）

に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
の
整
備
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
11
月
18
日
（
金
）
ま
で

要支援1　45人

要支援2　99人

要介護1
238人

要介護3
253人

要介護5　126人

要介護2
311人

要介護4
223人

■ 要支援1　　■ 要支援2　　■ 要介護1
■ 要介護2　　■ 要介護3　　■ 要介護4
■ 要介護5　

 

65
歳
以
上
の

要
介
護
認
定
状
況

65歳以上の要介護認定状況（韮崎市）
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いい日いい日は、介護の日特集

あなたの今のフレイル状態は!?

① 6か月間で体重が2～3㎏以上減った □はい　□いいえ

② 疲れたような感じ（倦怠感）が続く □はい　□いいえ

③ 筋力（握力）が低下した □はい　□いいえ

④ 以前に比べて歩く速度が遅くなった □はい　□いいえ

⑤ 以前に比べて体を動かすこと（活動
量）が減った □はい　□いいえ

フ
レ
イ
ル
予
防

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
も
う
！

に
取
り
組
も
う
！

 

●
フ
レ
イ
ル
と
は
…

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
病
気
や
老

化
な
ど
が
原
因
で
、
高
齢
期
に

心
身
の
活
力
（
筋
力
、
認
知
機

能
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
）
が

低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
、
要

介
護
と
な
る
危
険
性
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

●
フ
レ
イ
ル
予
防
に

大
事
な
こ
と

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
予
防
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
健
康
な
状
態
に
戻
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め
の
気

づ
き
が
大
事
で
す
！
い
つ
ま
で

も
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
、
介

護
予
防
に
取
組
み
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
‼

　
市
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も

つ
な
が
る
、
様
々

な
介
護
予
防
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課 

介
護
予
防
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

         

☎
２
３
‐
４
３
１
３

◀◀

住
み
慣
れ
た
地
域
で

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

い
き
い
き
と
！
と
！

旭
町
「
唱
歌
を
唄
う
会
」

旭
町
「
唱
歌
を
唄
う
会
」

　
毎
月
、
第
１
・
第
３
火
曜
日

の
午
後
に
、
旭
公
民
館
か
ら
素

敵
な
歌
声
が
聴
こ
え
て
き
ま

す
。
旭
町
「
唱
歌
を
唄
う
会
」

の
皆
さ
ん
の
活
動
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
２
０
０
９
年
に

発
足
し
、
現
在
、
21
名
の
方
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
65
歳
以
上
で
、

旭
町
だ
け
で
な
く
市
内
各
町
か

ら
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
歌
集
に
載
っ
て
い
る
歌
の
ほ

か
、
唄
い
た
い
歌
、
覚
え
た
い

歌
な
ど
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
り
、

２
名
の
指
導
者
の
も
と
、
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
住
民
主
体
の
い
き
い
き
と
し
た

活
動
（
お
宝
）
を
ご
存
知
の
方
は
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
情
報
提
供
先　
長
寿
介
護
課 

介
護
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
２
３
‐
４
３
１
３

　
唄
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
練

習
が
始
ま
る
ま
で
の
間
の
仲
間

と
の
雑
談
を
楽
し
み
に
会
に
参

加
し
て
い
る
方
も
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
会
長
を
務
め
る
の
は
、
旭
町

在
住
の
鈴す

ず

木き

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
で
す
。

退
職
を
機
に
、
妻
の
得な

る

美み

さ
ん

と
故
郷
で
あ
る
韮
崎
市
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
都
内
の
合
唱
団

に
所
属
し
て
い
た
ほ
ど
、
唄
う

こ
と
が
大
好
き
な
正
明
さ
ん
は

「
唱
歌
を
唄
う
会
」
の
存
在
を

知
り
、
す
ぐ
に
参
加
を
決
め
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
会
長
職

を
引
継
ぎ
、
今
で
は
得
美
さ
ん

と
一
緒
に
会
を
盛
り
上
げ
て
い

く
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
歌
は
お
金
も
か
か
ら
ず
、
誰

で
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。
上
達

す
る
と
喜
び
に
も
つ
な
が
り
、

手
遊
び
を
交
え
て
唄
う
と
頭
の

働
き
も
よ
く
な
り
ま
す
。
医
療

や
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
健
康

に
い
き
い
き
と
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

行
動
に
移
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
で
も
、
シ
ニ
ア
層
が

積
極
的
に
参
加
で
き
る
居
場
所

が
各
町
に
増
え
て
い
く
と
い
い

で
す
ね
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も

り
防
止
と
市
内
の
活
性
化
を
目

的
に
、
飲
食
店
で
食
事
を
楽
し

ん
だ
後
、
そ
の
場
を
借
り
て
歌

を
唄
う
「
歌
声
喫
茶
」
の
開
催

を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 　　　　　▲鈴木正明さん・得美さん

当てはまる方
に □ を！《はい》にチェックした項目が

3つ以上	 ：	「フレイル！」
要介護状態にならないように心身
の機能の改善に努めましょう。

1～2つ	 ：	「プレフレイル！」
フレイル予防に取り組みましょう。

な　  し	 ：	「健康」
今の良い健康状態を維持しましょう。



4

いい日いい日は、介護の日 特集

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自宅で過ごす時間が長くなり、運動不足が心配されます。
　今年度の夏の総合健診で行った、75 歳以上の方を対象にした調査では、約 4 割の方が週 1 回以上の運動
をしていないという結果が出ました。
　市では、各地区の公民館において健康運動指導士の指導による『いきいき貯筋クラブ』を開催しており、
11 月から後期がスタートします。また、口の健康について学ぶ「いきいき健口教室」や栄養について学ぶ「シ
ルバークッキング教室」も併せて開催します。身近な公民館で楽しく健康づくりやフレイル予防ができる絶
好のチャンスです。皆で一緒に、健康長寿を目指しましょう！
※シルバークッキング教室については、調理実習は行わず、講義のみとなります。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、日程の変更・中止をする場合があります。
■対　　象	 おおむね65歳以上の方
■内　　容	 体力測定（初回・後半で１回）、健康体操、筋力向上運動 など
■時　　間	 9時30分～11時
■担 当 者	 健康運動指導士、シニア健康サポーター、市保健師等
■持ち物等	 水分補給ができるもの、体操ができる服装、室内用運動靴
	 ※不織布マスクの着用をお願いします。
※検温した上でご参加ください。発熱や風邪症状など、体調が悪い方は参加を見合わせてください。
■申 込 み	 不要です。直接会場へお越しください。

※今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため時間を短縮して行います。
※都合の良い場所で参加可能です。※台風、雪等、荒天の場合は中止とします。
※　　　の日は「いきいき健口教室」として、口の健康について勉強します。
※　　　の日は「シルバークッキング教室」として、栄養について勉強します。
※韮崎Ａ（ニコリ）、韮崎Ｂ（保健福祉センター）、藤井町の日程は終了していますが、
　それぞれ自主活動を行っています。日程等詳しくは、お問い合わせください。

【令和4年度 いきいき貯筋クラブ（後期）開催日一覧表】

 いきいき貯筋クラブ（後期）がスタート！

■問い合わせ
　長寿介護課
　介護予防担当
　（保健福祉センター内）
　　　　　☎23-4313

公民館名
開催日

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

円野町
（つぶらの会館）

11月4日

金曜日

穴山町
（穴山町ふれあいホール）

11月21日

月曜日

旭　町
（旭公民館）

11月7日 11月28日 12月12日 12月26日 1月16日 1月30日 2月6日 2月20日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

大草町
（大草ふれあいセンター）

 11月1日 11月15日 11月29日 12月13日 12月27日 1月10日 1月24日 2月7日

火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日 火曜日

清哲町
（清哲会館）

11月17日 12月1日 12月15日 1月5日 1月19日 2月2日 2月16日 3月2日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日

中田町
（中田公民館）

11月14日 11月28日 12月5日 12月19日 1月23日 2月13日 2月27日 3月13日

月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

穂坂町
（穂坂町コミュニティセンター）

11月11日 11月25日 12月9日 12月23日 1月13日 1月27日 2月10日 2月24日

金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

神山町
（武田の里ふれあいホール）

11月16日 12月7日 12月21日 1月4日 1月18日 2月1日 2月15日 3月15日

水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日 水曜日

竜岡町
（竜岡体育館）

11月24日 12月8日 12月22日 1月12日 1月26日 2月9日 3月9日 3月23日

木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日 木曜日
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いい日いい日は、介護の日特集

100 歳おめでとうございます
　9 月 20 日（火）、本町の佐

さ
藤
とう

きよ子
こ

さんが 100 歳の誕生日を
迎えられました。これまで病院にほとんどかかったことがないほ
ど健康で元気にすごしてきたという佐藤さん。毎日、自宅から
800 メートルほど離れている畑まで歩いて行き、作業をこなし
ているそうで、これからの季節は、大根や白菜などの冬野菜を育
てていくとのことでした。温かく優しい家族に囲まれて、これか
らも元気で長生きしてください！

介護者の皆さんを支援します‼介護者の皆さんを支援します‼

　在宅介護を行っている介護者で、心身状態に
不安がある方に対し、専門家（看護師）が月1
回程度訪問します。費用は無料です。

■問い合わせ　
　長寿介護課 介護支援担当
　　　（保健福祉センター内）
　　　　　　　　☎23-4313

　高齢化社会の進行に伴い、介護を行う家族の方も増えています。介護を頑張りすぎてしまい、負担や
ストレスを感じても、どのように対処したら良いかわからないという方も多いかと思います。
　一人で抱え込まず、悩みを打ち明けることが大切です。一人で悩まず、まずはご相談ください。

　認知症高齢者が行方不明になった際、少しで
も早く発見できるよう、生命の安全と家族の安
心のためのネットワークです。
　市内捜索協力機関に伝達し、多くの目で見守
り・早期発見を行います。
　事前登録制で、費用は無料です。

　認知症カフェとは、認知症の方やその家族、
また地域住民やケア専門家が情報交換しながら
集う場です。悩みを共有、相談してみませんか？
※詳細はお問い合わせください。

　家族介護者健康相談事業

認知症徘徊SOSネットワーク

 認知症カフェ

　食生活や運動習慣を改善したい、健康づくりを始めたい、身体に良いことを始めてみたい、そんな
あなたにお勧めの教室です。食生活などの生活習慣を見直し、あなたと同じ健康の悩みをもった仲間
と一緒に運動しませんか？内容は、ステップアップ運動やヴァンフォーレ甲府のコーチによる運動指
導を実施します！
　今年度は、スポーツ推進委員による体力テストを、健康アップ教室の前後に行います。ご自身のお
身体の状態や、運動後の成果を確認できます。皆さんのご参加をお待ちしています！

■申込み・問い合わせ
　健康づくり課 保健指導担当
　　　（保健福祉センター内）
　　　　　　　　☎23‐4310

■対　　象	 市内に住所があり、74 歳以下で運動習慣をつけたい方
■日　　時	 12月23日（金）～3月24日（金）の間　週1回　計13回　13時30分～15時
■場　　所	 保健福祉センターまたは市営総合運動場体育館
	 （詳細は初回教室時にお伝えします）
■参 加 費	 無料（要予約：定員15名）
■申込期間	 11月16日（水）～12月21日（水）
	 ※定員になり次第、締切り。
■持ち物等	 水分、タオル、室内用運動靴、動きやすい服装
　※当日の体温が37.5℃以上や体調不良の場合、参加をお断りする場合があります。

　　 効果のある運動教室
      「健康アップ教室」が始まります！　      　　　　　　　

この冬に
オススメ‼



6

心温まるご寄贈・ご寄付をありがとうございます

新型コロナワクチン

新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ
ワクチン接種の予約は電話（コールセンター）、インターネット、LINEで受け付けています。
医療機関へは直接予約できませんので、ご注意ください。

令和4年10月11日時点

　 ◆オミクロン株に対応したワクチン接種

　■問い合わせ　韮崎市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター　☎0570-067489

　ワクチン接種は任意です。接種をご希望の方はご予約をお願いします。9月6日から3回目の接種（追加接
種）ができるようになりました。対象者の方には順次接種券を発送させていただきます。

　本市に転入された方で接種を希望される方は、接種券付き予診票の発行にあたり、健康づくり課窓口にて
接種歴の確認が必要となります。ご来庁いただく際は、本人確認書類をご持参ください。

■対象者
　接種日に12歳の誕生日を迎える方（12歳の誕生
日前日を含む）以上で、初回接種（1・2回目）を
完了している方

■接種間隔と接種回数
　前回接種の完了から5か月以上で、接種回数に関
わらず1回限り
※国では接種間隔の短縮を検討しています。

■ワクチンの種類
●ファイザー社製オミクロン株対応2価ワクチン　
　【従来株（起源株）/オミクロン株BA.1】
　接種対象年齢	：	12歳の誕生日を迎える方（12歳

の誕生日前日を含む）以上
　接種医療機関	：	市内19箇所の個別医療機関
　※	医療機関へ直接予約はできませんのでご注意

ださい。

●モデルナ社製オミクロン株対応２価ワクチン
　【従来株（起源株）/オミクロン株BA.1】
　接種対象年齢：	18歳の誕生日を迎える方（18歳

の誕生日前日を含む）以上
　接種医療機関：	集団接種会場
　　　　　　　	 （韮崎市保健福祉センター）

前回の接種完了日 接種券送付日 予約開始日
～令和4年6月30日 送付済み 開始済み

令和4年7月1日
　　　～7月31日

10月31日（月）
（予定）

11月8日（火）
（予定）

令和4年8月1日
　　　～8月31日

11月9日（水）
（予定）

11月14日（月）
（予定）

令和4年9月1日
　　　～9月30日

11月16日（水）
（予定）

11月24日（木）
（予定）

令和4年10月1日～ 順次送付予定 接種間隔に応じて
順次開始予定

■接種券の発送および予約スケジュール

 ◆小児（5歳～11歳）接種

 ◆転入者の方へ

令和5年3月31日（金）まで接種できます

　9月20日（火）、韮崎
市歯科医師会様より、
市内小学校1年生と3
年生へ「NIRASAKI一
周歯磨きマップ」をい
ただきました。

　子どもたちの口腔ケアにしっかりと役立てていき
たいと思います。

　10月5日（水）、明治
安田生命保険相互会社
様から「地域の元気プ
ロジェクト」として、従業
員の皆さんから寄せら
れた募金に会社からの

寄付をあわせていただきました。
　市民の皆さんの健康増進事業等に活用させてい
ただきます。

　9月の市内の感染者数は9月26日までが315人、9月27日から30日は
61人（市内の医療機関および中北保健所での陽性者数）でした。
※中北保健所で検査した陽性者数は、所在地である韮崎市に含まれます。

　9月26日から感染者の全数把握が見直され、65歳以上
や入院が必要な方、妊婦などを除き、医療機関等の所在
地別の公表となりました。
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滞納整理強化月間・家屋滅失の届出  

　固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家屋等に課税されます。しかし、家屋を取り壊
しても届け出がないと把握ができないため、課税されることになります。

　登記された家屋を取り壊した場合には、年内に法務局で滅失登記を行ってください。年内に滅失登記がで
きない方や未登記の家屋を取り壊した方は、必ず「家屋滅失届」を税務収納課へ提出してください。
※所有者や納税義務者が変わった場合なども、ご連絡をお願いします。
■提出書類　●家屋滅失届　●滅失したことが確認できる書類（建物滅失証明書、解体業者からの完了届、
　　　　　　　　　　　　　　請求書、取り壊した状況と日付が確認できる写真）
　　　　　　※提出に必要な書類等については、市ホームページも併せてご確認ください。
■提出期限　12月23日（金）
■提出先・問い合わせ　税務収納課 資産税担当（内線156～158）

■税金等は納期限内に納めましょう
　税金等は、市民生活を支える貴重な財源です。必ず納期限内に納付しましょう。
■納税に困ったら早めにご相談を！
　やむを得ない事情（離職や病気等による減収など）で、納期内に納付ができない方
は、早めに納税相談にお越しください。
■滞納すると滞納処分の対象となります
　税金を滞納する人の中で、納税に応じない、納税相談に訪れない、財産（給与、預貯金、生命保険、不動
産、自動車等）があっても納税しないなど、悪質と判断される場合は、早期
の段階から差し押さえや捜索など滞納処分の対象となります。
■口座振替をご利用ください
　納税を口座振替にすると、納税者のお持ちの口座から自動的に引落しがで
きるようになるので、コンビニや金融機関等に行く手間も省け、納め忘れも
なくなり、とても便利です。ご希望の方はお問い合せください。
■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当（内線163～166）

家屋を取り壊した方は…家屋を取り壊した方は…年内に滅失の届け出を！年内に滅失の届け出を！

11月・12月は県下一斉 滞納整理強化月間11月・12月は県下一斉 滞納整理強化月間

◆◆  

年
末
調
整
資
料
等
の
配
布
に
つ
い
て

年
末
調
整
資
料
等
の
配
布
に
つ
い
て  

◆◆

～安定的な税収入の確保と、税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～～安定的な税収入の確保と、税負担の公平性を保つため、滞納整理を強化します～

　

令
和
４
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
用
紙

を
配
布
し
ま
す
（
甲
府
税
務
署

職
員
は
同
席
し
ま
せ
ん
）。

　

開
始
直
後
は
会
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

時
間
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
配
布
日
時

11
月
24
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　
市
役
所
４
階　
大
会
議
室

■
注
意
事
項

※	

予
約
不
要

※	

従
来
実
施
し
て
い
た
説
明
会

は
行
い
ま
せ
ん
。

※	

配
布
日
以
後
は
、
税
務
収
納

課
窓
口
で
随
時
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課　
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

ニーラニーラじんけん大使じんけん大使に就任！に就任！

　10月6日（木）、本市のイメージキャラクター・ニー
ラが「じんけん大使」に委嘱されました。韮崎市人
権擁護委員の皆さんとともに、思いやりの心を持っ
て、積極的に人権啓発活動に取り組んでいきます。
　韮崎市人権擁護委員グループ長の清

し み ず
水長

ながひろ
宏さん

からは「ニーラが「じんけん大使」となったことで、
市民の皆さんにもこれまで以上に人権について関
心を持ってもらい、人権を尊重する気持ちが広がっ
ていけば嬉しいです。」とお話をいただきました。
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放課後児童クラブ員

■年間利用【月額】
区分 単位 第1子 第2子

基本利用料 月額 2,500円 1,300円

長期休業
期間利用
料の加算

夏休み（7月・8月） 月額 1,500円 750円

冬休み（12月・1月） 月額 500円 250円

春休み（3月・4月） 月額 500円 250円
延長利用（18時30分以降）
の利用料 1回 100円 100円

■ 1 日利用（一時利用）【日額】
区分 単位 第1子 第2子

授業のある日の利用
（放課後の利用） 日額 300円 200円

授業のない日の利用
（土曜日、夏休み等） 日額 600円 300円

延長利用（18時30分以降）の利用料 1回 100円 100円
●第1子、第2子の数え方

　同一世帯で同じクラブをきょうだいで利用する場合、年少の児童か
ら順番に数えます。第3子以降は無料です。

●利用料の免除
　「生活保護世帯」、「ひとり親世帯・障がい者または障がい児のいる世
帯で、市民税が非課税の世帯」は無料です。

■市内の児童クラブ

令和5年度 放課後児童クラブ員を募集

児童クラブ名 住所・電話番号 定員

韮崎児童クラブ
（第1・第2）

本町2丁目1番7号
韮崎児童センター内
☎22-7687

100
名

北東児童クラブ
（第1・第2）

藤井町駒井2248番地1
北東児童センター内
☎23-5550

100
名

北西児童クラブ
清哲町青木1078番地1
北西児童センター内
☎22-1775

50名

甘利児童クラブ
（第1・第2）

大草町上條東割788番
地
甘利児童センター内
☎23-1535

100
名

＊現在利用中の方も、毎年度申し込みが必要です。
＊受付期間終了後は状況を踏まえ、随時受付を行います。
     （随時受付 : 令和5年2月1日（水）からを予定）

■開所日・開所時間
開所日 開所時間

月～金曜日（学校開校日） 下校後から19時まで

土曜日・長期休業等 7時30分から19時まで
＊	18時以降は最終児童の退館後に閉館します。
＊	土曜日は事前登録制で、韮崎児童センターでの合同開所

となります。
＊	保護者等の仕事がお休みの日は利用できません。

■対象児童
利用区分 対象学年 要件

年間利用
（月額会員） 1～3年生 保護者の就業・疾病・看護等により留守家庭となる児童

1日利用
（一時利用） 1～6年生 上記に準じ一時的にクラブ利用が必要となる児童

（年間をとおして利用を予定されている1～3年生は年間会員）

＊	感染症や熱中症対策による3密（密集・密接・密閉）の回避を図るため、1人での留守番が困難な3年生ま
での低学年を優先し、4年生以上は１日利用としての入会となります。ご理解とご協力をお願いします。

＊	利用区分の変更は、月単位となり、転職で勤務状況が変わる場合などに限ります。

■受付場所・時間
申請方法 手続

スマホ・PC 受付期間の最終日、23時59分までに必要事項の入力を完了させてください。24時間、
土・日・祝日も申し込みが可能です。詳しくは、11月7日（月）に公開する市ホームページ

（右QRコード）をご確認ください。

＊入会には、条件がありますので、申請書とあわせて配布する募集案内を熟読のうえお申し込みください。
＊定員を超える申込があった場合は、ご希望に添えないことがあります。
＊紙の申請を希望される方は各クラブまたは市ホームページで配布する申請書類を希望するクラブへ提出してください（平日の10時〜18時）。

■問い合わせ　福祉課 子育て支援担当　 （内線174・175）

受付期間　11 月 7 日（月）～ 25 日（金）

スマホでスマホで
申請完了！申請完了！

　市では、仕事などで保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、授業の終了後や長期休暇等に適切な
遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的として、市内4か所の児童センター
で放課後児童クラブを開設しています。
　入会を希望する児童の保護者は、申請書に必要書類を添付して申し込みをしてください。



9

肥料・資料高騰対策・市営墓地貸出

　ロシア軍のウクライナへの侵攻や円安による農作物肥料、畜産飼料価格の高騰により、経済
的影響を受けている農家等を支援します。

◆農作物肥料高騰対策事業費補助金
〇補助対象
　市内に住所を有する個人または市内に主たる事業
所を有する法人のうち、次のいずれかに該当する方
　（個人の場合）
　●令和 3 年分の税申告において、農業収入がある

専業農家（※）
　●令和 4 年より営農を始めた専業農家（※）
　（法人の場合）
　●直前の事業年度税申告において、農業収入がある法人
〇補助金額
　令和 3 年分の税申告（法人の場合は直前の事業年
度税申告）において、農業に係る経費として申告し
た肥料の額に応じて、補助金を交付します。肥料費
として支出していない場合は、補助対象外となりま
すのでご了承ください。
※令和 4 年より営農を始めた専業農家は令和 4 年税

申告書類にて確認を行います（法人を除く）。

※令和３年分の税申告において補助対象となる方に
は事前に通知を送付しています（法人を除く）。

肥料・飼料高騰対策事業を実施します！肥料・飼料高騰対策事業を実施します！

市
営
墓
地
を
貸
出
し
ま
す

市
営
墓
地
を
貸
出
し
ま
す

　

墓
地
が
不
要
に
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方
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れ
た
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営
墓
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）
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す
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画

※
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■
永
代
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新
府
墓
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１
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■
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用
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の
条
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市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

■
受
付
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間
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月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
～
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金
）

　
平
日
の
８
時
30
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～
17
時
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分

■
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受
付
期
間
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書
類
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市
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課
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■
提
出
書
類

　
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

※
実
際
に
現
地
を
確
認
し
た
上

で
ど
の
区
画
に
申
請
を
す
る

か
お
決
め
く
だ
さ
い
（
市
民

生
活
課
で
市
営
墓
地
内
の
地

図
を
お
貸
し
し
ま
す
）。

※
提
出
の
際
に
は
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
本
人
が
来
ら
れ
な
い

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
は
、
市
民

生
活
課
窓
口
も
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課 

生
活
環
境
担
当

　
　
（
内
線
１
３
１・
１
３
２
）

◆畜産飼料高騰対策事業費補助金
〇補助対象
　市内で畜産業を営む方
〇補助金額
　市内で飼育している牛・豚・鶏の頭羽数により補
助金を交付します。

※補助対象となる方には事前に通知を送付しています。

■共通事項
　補助金申請受付期間
　10月3日（月）～令和5年2月28日（火）

■問い合わせ
　産業観光課　農林振興担当（内線 222 ～ 225）

農家の皆さん

牛・豚の飼育頭数 交付額
3 頭から 10 頭まで 10 万円
11 頭から 50 頭まで 30 万円
51 頭以上 50 万円

採卵鶏・肉用鶏の飼育羽数 交付額
100 羽から 1,000 羽まで 10 万円
1,001 羽から 10,000 羽まで 30 万円
10,001 羽以上 50 万円

肥料費の額 交付額
1 万円～ 10 万円 5 千円

10 万円超～ 20 万円 1 万 5 千円
20 万円超～ 30 万円 2 万 5 千円
30 万円超～ 50 万円 4 万円
50 万円超～ 100 万円 7 万円

100 万円超 10 万円

（※）
専業農家の要件

青色申告をしている方。青色申告以外
の申告をしている場合は、農業収入が
それ以外の収入よりも多い方
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財政状況

自主財源　韮崎市が自主的に収入できる財源：46.0%
依存財源　自主財源以外（国県支出金・市債）の財源：54.0%

　歳入は、市税が法人市民税等の増により
約3千万円（0.5％）の増、地方交付税が普通
交付税の増により約1億5千万円（5.7％）の
増、寄附金がふるさと応援寄附金の増により
約1億6千万円（52.4％）の増となりました。
　一方、使用料および手数料が、市営住宅、
定住促進住宅の使用料の減により約1千万円

（3.2％）の減、国庫支出金が特別定額給付
金事業費補助金の減により約22億4千万円

（44.0％）の減、県支出金が公立学校情報
機器整備費補助金等の減により約1億4千万
円（11.7％）の減、市債は普通建設事業費の
減により約4億5千万円（31.6％）の減となり
ました。全体では、前年度に比べ総額で約19
億1千万円(10.3％)の減となりました。

　歳出は、民生費が住民税非課税世帯等に
対する臨時給付金支給事業費等により約 6
億 8 千万円（16.1％）の増、衛生費が新型
コロナウイルスワクチン接種事業費等によ
り約 1 億 9 千万円（14.2％）の増、土木費
が道路施設長寿命化推進事業費等により約
1 億 1 千万円（7.4％）の増となりました。
　一方、総務費が特別定額給付金給付事業
費等により約 20 億 8 千万円（42.3％）の
減、商工費が企業立地支援事業等により約
2 億 6 千万円（49.2％）の減、教育費が円
野地域体育館建設事業費等により約 5 億 4
千万円（23.9％）の減となりました。全体
では、前年度に比べ総額で約 18 億 6 千万
円（10.4％）の減となりました。

　「財政状況の公表」は、市の財政がどのように運営され、どのような状況にあるかを市民の皆さんに広く
知っていただくため、年2回広報により公表するものです。
　今回は、令和3年度の決算状況のほか、令和4年度の予算の補正状況について、その概要を公表します。　

韮崎市の財政状況を公表韮崎市の財政状況を公表

市 税 市民の皆さんや市内に事業所を持つ法人などに納めていただいた
税金

地 方 交 付 税 全国の市町村が一定水準の行政サービスを提供できるよう、国税の
うち所得税、法人税、酒税、消費税の一定割合を国が交付するお金

使用料および
手 数 料

使用料は市の施設の使用者に対してその対価として支払っていただく
お金（市営体育館使用料など）、手数料は市が行うサービスを受ける方に
負担していただくお金（住民票発行手数料など）

国 庫 支 出 金 特定の事業の財源として国から交付される負担金や補助金など

県 支 出 金 特定の事業の財源として県から交付される負担金や補助金など

繰 入 金 市の基金（貯金）を取り崩して、各種事業の財源に充てるお金

繰 越 金 前年度の決算から繰り越されたお金

諸 収 入 育英奨学金などの貸付金の返還金、国や県から委託された事業に係
る受託事業収入など

市 債 主に公共施設などの建設の際に必要となる財源を調達するため、１
会計年度を越えて返済する借入金（借金）

議 会 費 議会の運営や議員の報酬に関する経費

総 務 費 戸籍、庁舎や財産の維持管理、選挙等に要する経費

民 生 費 高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、生活保護等に
要する経費

衛 生 費 健康診断や廃棄物処理など、保健や環境衛生に要する
経費

労 働 費 労働者福祉対策、雇用対策などに必要な経費

農林水産業費 農業、林業の振興や基盤整備に要する経費

商 工 費 商工業や観光の振興などに必要な経費

土 木 費 道路や河川公園などの整備、維持管理に要する経費

消 防 費 消防、防災対策等に要する経費

教 育 費 小中学校、生涯学習、スポーツの振興に要する経費

公 債 費 市債（市の借金）を返済する元金と利子の償還金

用 語 の 解 説

166億1,756万1千円

その他　15億7,138万1千円　9.4％

市税
54億213万6千円
 32.5%

地方交付税 
28億1,845万4千円
 17.0％

市債　9億6,650万円　5.8％

国庫支出金 
28億5,377万5千円　17.2％

県支出金 
10億4,892万4千円　6.3％

繰越金
6億4,144万4千円　3.9％

使用料および手数料
2億2,769万7千円　1.4％ 

諸収入
2億4,800万1千円　1.5％

寄附金
4億6,754万8千円　2.8％

繰入金
3億7,170万1千円　2.2％

歳入総額

衛生費　15億5,628万9千円　9.7％

民生費
49億3,834万5千円
 30.8％

労働費　2,328万2千円　0.1％

農林水産業費
6億7,734万1千円　4.2％

商工費
2億6,884万円　1.7％

土木費
15億3,534万3千円　9.6%

消防費
6億6,542万1千円　4.1%

教育費　
17億1,654万2千円　10.7％

議会費
1億4,206万3千円　0.9％

公債費　
16億7,567万5千円　10.5％

歳出総額

総務費
28億3,515万6千円
　　　　　  17.7％

160億3,429万7千円

166億1,756万1千円

その他　15億7,138万1千円　9.4％

市税
54億213万6千円
 32.5%

地方交付税 
28億1,845万4千円
 17.0％

市債　9億6,650万円　5.8％

国庫支出金 
28億5,377万5千円　17.2％

県支出金 
10億4,892万4千円　6.3％

繰越金
6億4,144万4千円　3.9％

使用料および手数料
2億2,769万7千円　1.4％ 

諸収入
2億4,800万1千円　1.5％

寄附金
4億6,754万8千円　2.8％

繰入金
3億7,170万1千円　2.2％

歳入総額

衛生費　15億5,628万9千円　9.7％

民生費
49億3,834万5千円
 30.8％

労働費　2,328万2千円　0.1％

農林水産業費
6億7,734万1千円　4.2％

商工費
2億6,884万円　1.7％

土木費
15億3,534万3千円　9.6%

消防費
6億6,542万1千円　4.1%

教育費　
17億1,654万2千円　10.7％

議会費
1億4,206万3千円　0.9％

公債費　
16億7,567万5千円　10.5％

歳出総額

総務費
28億3,515万6千円
　　　　　  17.7％

160億3,429万7千円

令和3年度　一般会計決算
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財政状況

　実質単年度収支は、単年度収支から実質的な黒字要素
（財政調整基金積立金、地方債繰上償還額）や赤字要素
（財政調整基金取崩額）を加減したもので、当該年度に
おける実質的な収支を把握するための指標です。  
　令和 3 年度は、歳入では新型コロナウイルス感染症対
策事業に係る国庫支出金の減により前年度に比べ 10.3％
の減、歳出では新型コロナウイルス感染症に対応した諸
施策を実施しましたが、特別定額給付金給付事業費の減
により前年度に比べ 10.4％減の決算規模となりました。
　新型コロナウイルスワクチン接種事業をはじめとする
新型コロナウイルス関連事業の繰越により実質収支が減
ったことで単年度収支が赤字化したため、実質単年度収
支は 1 億 287 万 2 千円の赤字となりました。

※令和4年4月1日現在の人口（28,464人）で割って算出した
額を行政サービス額としています。

年　度 令和3年度 令和2年度

歳入決算額（A） 16,617,561 18,531,057

歳出決算額（B) 16,034,297 17,889,613

歳入歳出差引額（C）
【（A）－（B）】 583,264 641,444

翌年度に繰り越すべき財源（D） 204,659 185,724

実質収支（E）
【（C）－（D）】 378,605 455,720

単年度収支（F） △77,115 179,876

積立金（G） 243,384 156,657

繰上償還金（H） 0 0

積立金取崩額（I） 269,141 246,524

実質単年度収支（J） 
（F）+（G）+（H）ー（I） △102,872 90,009

議会運営のため（議会費） 4,991

庁舎管理や戸籍のため（総務費） 99,605

福祉のため（民生費） 173,494

環境や健康のため（衛生費） 54,676

就労支援のため（労働費） 818

農林業のため（農林水産業費） 23,796

商工業や観光振興のため（商工費） 9,445

道路や公園のため（土木費） 53,940

地域防災のため（消防費） 23,378

教育のため（教育費） 60,306

災害復旧のため（災害復旧費） 0

借入金返済のため（公債費） 58,870

支出総額 563,319

市民税（個人）市民一人あたり 53,889

固定資産税（個人）市内一世帯あたり 72,733

軽自動車税市内一世帯あたり 10,330

市たばこ税市民20歳以上一人あたり 9,698

入湯税市民一人あたり 220

都市計画税（個人）都市計画区域内
一世帯あたり 7,368

国民健康保険税被保険者一人あたり 89,228

特別会計 歳入 歳出 歳入のうち 
一般会計繰入金

国 民 健 康 保 険 3,107,794 3,107,794 223,471

後 期 高 齢 者 医 療 342,533 342,293 80,033

介 護 保 険 2,666,732 2,618,644 435,396

介護サービス事業 7,529 7,529 4,169

財 産 区 7,390 6,850 0

企業会計 収入 支出 収入のうち 
一般会計補助金

市立病院
収益的 2,556,400 2,621,195

269,425
資本的 159,161 220,644

（資本的収支補てん財源）　過年度分損益勘定留保資金	 61,055
当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額	 428
令和3年度末過年度分損益勘定留保資金残高	 59,343

水道事業
収益的 878,197 864,683

180,304
資本的 292,164 474,722

（資本的収支補てん財源）　過年度分損益勘定留保資金	 170,966
当年度分消費税および地方消費税収支調整額	 11,592
令和3年度末過年度分損益勘定留保資金残高	 18,436

簡易水道
事業

収益的 14,100 14,100
10,853

資本的 1,635 6,271

（資本的収支補てん財源）　過年度分損益勘定留保資金	 4,636
令和3年度末過年度分損益勘定留保資金残高	 10,764

下水道
事業

収益的 790,134 771,827
564,213

資本的 741,238 1,058,115

（資本的収支補てん財源）　過年度分損益勘定留保資金	 311,540
当年度分消費税および地方消費税収支調整額	 5,337
令和3年度末過年度分損益勘定留保資金残高　	 10,189

特別会計・企業会計決算

実質単年度収支の推移

 市民一人あたりの行政サービス費用

主な市税の負担状況

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

（単位：円）

【参　考】
実質収支＝歳入歳出差引額－翌年度に繰り越すべき財源
単年度収支＝当年度実質収支－前年度実質収支
実質単年度収支＝単年度収支＋積立金（財政調整基金）＋
　　　　　　　　繰上償還額－基金取崩額（財政調整基金）
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財政状況

◇入　湯　税 令和3年度決算額  626万円（右表）
　観光の振興、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設
および消防施設等の整備に要する費用に充てることを
目的とした地方税です。

◇都市計画税　令和3年度決算額  3,471万円（右表）
　都市計画法に基づいて行う都市計画事業や土地区画
整理事業に要する費用に充てることを目的とした地方
税です。

　令和3年度末の基金残高は、前年度比で約5億6千万円（9.1％）の増となりました。市民一人あたりの貯金額は、令和3年度末の基金
残高を28,464人（令和4年4月1日現在の住民基本台帳人口）で割って算出し、約236千円となります。

区　分
基金名

令和2年度末
現在高

令和3年度中
積立額（増額）

令和3年度中
取崩額（減額）

令和3年度末
現在高

韮崎市財政調整基金 1,997,339 243,384 269,141 1,971,582
（内土地開発公社貸付金） 58,206 16,017 58,206 16,017
韮崎市都市計画事業基金 324,338 20,152 0 344,490
韮崎市職員の退職手当準備基金 175,517 1,978 0 177,495
韮崎市市債管理基金 407,460 102,301 0 509,761
韮崎市社会福祉事業基金 161,565 1,969 5,500 158,034
韮崎市国際交流基金 81,222 0 177 81,045
韮崎市地域福祉基金 298,000 0 0 298,000
韮崎市育英奨学基金 25,005 0 219 24,786
韮崎市公共施設整備基金 1,339,761 411,078 84,623 1,666,216
韮崎市立小中学校施設整備基金 420,840 118,081 0 538,921
韮崎市小水力発電施設整備基金 1,608 3 0 1,611
韮崎市社会教育振興基金 15,188 37 8,935 6,290
韮崎市森林環境譲与税基金 7,057 474 0 7,531
韮崎市まち・ひと・しごと創生基金 0 22,100 0 22,100
韮崎市ふるさと応援寄附金基金 0 3,572 0 3,572

一般会計（小計） 5,254,900 925,129 368,595 5,811,434
韮崎市国民健康保険財政調整基金 489,548 654 15,839 474,363
韮崎市介護保険事業基金 345,055 9,093 0 354,148
財産区 62,520 6,495 2 69,013

特別会計（小計） 897,123 16,242 15,841 897,524
合          　計 6,152,023 941,371 384,436 6,708,958

入湯税充当事業区分 事業費 入湯税充当額
環境衛生施設の整備 上水道施設の整備 9,878 1,669
消防施設等の整備 消防可搬式ポンプ2台購入 3,498 17

観光施設の整備 観光施設管理事業 1,081 79
健康ふれあいセンター管理事業 14,520 780

観光振興 観光宣伝事業 1,616 246
韮崎市観光協会補助金 20,534 3,469

入湯税充当事業  合計 51,127 6,260

都市計画税充当事業区分 事業費 都市計画税充当額
都市計画事業 都市計画基金積立 20,152 18,950

その他 都市計画事業債償還額 15,760 15,760

都市計画税充当事業  合計 35,912 34,710

　令和3年度末の市全体の市債現在高は、令和2年度末より7億
8千万円減少し、312億4千万円となりました。この内訳は事
業債が202億円（64.7％）、特例債（歳入不足を補うために
地方交付税制度等で設けられている特例的な借入金）が110億
4千万円（35.3％）となっています。
　事業債については、定住促進住宅改修事業や地域体育館建設
事業の借入はあるものの、償還により前年度から 5 億 4 千万
円（2.7％）の減となり、特例債についても臨時財政対策債の
借入はあるものの、償還により前年度から 2 億 4 千万円（2.0
％）の減となっています。
　今後も市では、臨時財政対策債などの特例債や交付税による
補てん割合の大きい有利な借入金を選択して借入れをしていく
方針です。ただし、市債は借金でありますので、発行について
はより一層の注意を払い健全な財政運営に努めてまいります。 0 20 40 60 80 100

下水道事業債

一般単独事業債

水道事業債

整備事業債
公共事業債

病院事業債

一般会計出資債

事業債
臨時財政対策債

減収補てん債

その他

教育・福祉施設等

公営住宅建設

56.4

24.6

23.6

17.8 15.9
0.1

0.9

4.7

11.2

1.4

4.715.5

10.0 0.1

1.2

2.8
4.3

0.3

0.1

0.4

3.6
0.1

6.5

51.6 16.6

28.2

9.8

事
業
債

【
2
0
2
億
円（
6
4
．7
％
）】

　
　  

特
例
債

【
1
1
0
億
4
千
万
円

　
　
　（
3
5
．3
％
）】

令和3年度末残高 312億4千万円

市債残高312億4千万円の
うち交付税等による補てん
により市の実質的負担は
140億6千万円となり、市民
一人あたりの負担額は約49
万4千円となります。
※一人あたり負担額は、実質
的負担額を28,464人（4月
1日現在の住民基本台帳人
口）で割って算出しました。

政府資金
地方公共団体金融機構
金融機関等
山梨県

（億円）

市債の事業別・借入先別残高

基金の残高

　　目的税・譲与税の使途 （単位：千円）

（単位：千円）

◇森林環境譲与税

　森林環境税（国税）を国が地方公共団体に交付する
もので、森林の伐採や人材育成・担い手の確保、木材
利用の促進等に要する費用に充てることを目的とした
譲与税です。

森林環境譲与税充当事業区分 事業費 森林環境譲与税
充当額

林業総務一般事務費（森林経営管理事業） 4,206 4,206
林業総務一般事務費（森林整備事業） 2,267 2,267
森林環境譲与税基金積立金 471 471

譲与税充当事業　合計 6,944 6,944

令和3年度決算額  
694万4千円（右表）
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財政状況

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ
く本市財政の健全化判断比率（下表の４指標）は、
早期健全化基準を大きく下回り、健全財政を堅持し
ています。

◇健全化判断比率

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は、各会計
とも赤字額がないため比率は算定されません。

※実質公債費比率は、標準財政規模に対する1年あ
たりの全ての借入金の元利償還金（返済額）の割
合の3か年平均です。一般家庭に例えると年間の
給料総額に対し、年間の借入金（住宅や車などの
ローン）の返済額の割合を算出するものです。

※将来負担比率は、標準財政規模に対する将来負担
することとなる見込額（充当可能基金を除く）の
割合です。一般家庭に例えると年間の給料総額に
対し、借入金（住宅や車などのローン）の総額や

※各比率の分母となる標準財政規模とは、標準的な
一般財源収入額をいい、市税、地方譲与税および
普通交付税が含まれています。一般家庭に例える
と年間の給料総額（手当等を除く）に相当するも
のです。

　標準財政規模　＝　90億5,958万4千円

◇資金不足比率

※資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資
金不足額の割合ですが、各会計とも資金不足額が
ないため、比率は算定されません。

※市の各比率が上記の早期健全化基準等を超えた場
　合には、財政健全化計画等の策定をすることにな
　ります。

子どもに対する今後の学費などの将来負担見込額
から貯金を除いた額の割合です。

令和3年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 - 13.51 20.00
連結実質赤字比率 - 18.51 30.00
実質公債費比率 9.0 25.0 35.0
将来負担比率 72.1 350.0 -

令和3年度 経営健全化基準
病院事業 - 20.0
水道事業 - 20.0
簡易水道事業 - 20.0
下水道事業 - 20.0

区　　　分 当初予算額 補正予算額 補正後の予算額 繰越額 予算現額
一般会計 14,677,000 1,165,287 15,842,287 826,783 16,669,070
特別会計 6,391,515 49,836 6,441,351 0 6,441,351

内　
訳

国民健康保険 3,261,750 3,265 3,265,015 0 3,265,015
後期高齢者医療 365,579 0 365,579 0 365,579
介護保険 2,752,937 46,571 2,799,508 0 2,799,508
介護サービス事業 8,172 0 8,172 0 8,172
財産区 3,077 0 3,077 0 3,077

企業会計 6,463,253 42,383 6,505,636 12,917 6,518,553

内　
訳

市立病院 2,995,067 45,156 3,040,223 6,820 3,047,043
水道事業 1,518,163 △2,773 1,515,390 6,097 1,521,487
簡易水道 82,540 0 82,540 0 82,540
下水道事業 1,867,483 0 1,867,483 0 1,867,483

合　計 27,531,768 1,257,506 28,789,274 839,700 29,628,974

（単位：％）

（単位：％）

	主な元利償還金
・市借入金返済額	 16億	7,567万5千円
・公営企業の借入金に対する返済額の財源充当額
	 	 5億	8,985万6千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する返済額の財源充当額	
	 	 1億	3,784万6千円

主な比率算入額
・市借入金総額	 189億	4,025万5千円
・公営企業の借入金に対する財源充当見込額
	 	  93億	8,441万3千円
・峡北広域行政事務組合等の借入金に対する財源充当見込額
	 	 15億	 259万8千円
・職員退職手当負担見込額	 16億	5,081万5千円
・充当可能基金	 65億	3,492万8千円

健全化判断比率等の公表

令和4年度 上半期予算の補正状況

◇地方消費税交付金（社会保障財源化分）
   令和3年度決算額　4億927万円（右表）
　社会保障に要する費用に充てることを目的とした
交付金です。

社会保障財源充当事業区分 事業費 充当額
社会福祉事業 1,901,796 233,676
社会保険事業 1,018,749 125,342
保健衛生事業 408,451 50,252

交付金充当事業　合計 3,328,996 409,270

交付金の使途 （単位：千円）

（単位：千円）
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市制施行 68 周年記念式典
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子どもたちの元気で透き通った歌声、一般合唱の情緒豊かな歌声、Ｎ響団
友オーケストラの圧巻の演奏、 さらに高校生とプロオーケストラとの夢の
共演など盛りだくさんの内容でお届けします。
■日時	 12 月 11 日（日） 14 時 30 分開演
■会場	 東京エレクトロン韮崎文化ホール・大ホール
　　　　【全席自由】一般800円・中学生以下無料（要入場整理券）
	 チケット発売・整理券配布は11月1日（火）10時から
■問い合わせ　一般財団法人　武田の里文化振興協会　☎ 30-0510

第 26 回武田の里音楽祭『自然とうたおう』第 26 回武田の里音楽祭『自然とうたおう』
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小林一三生誕 150 年記念企画・ファミリーサポート

「霞
か す み て い

堤と釜
か ま

無
な し ば し

橋」第10回

一三ゆかりの場所をめぐる小林一三生誕150年記念企画

　逸翁・耳庵研究所　 向
むこう

山
やま

 建
たて

生
お

　

●霞堤
　古代は高台に集落が形成されていましたが、河川の水が安定する
と人々は低地に移り住み、そこでは洪水から集落を守る堤が造られ
ました。また、その堤防が決壊してもできるだけ集落内に被害が及
ばないよう、途中で水をせき止めて本流に戻す「霞堤」が多重に造
られました。現在も市内の釜無川沿い左岸には、祖母石、水神町、
西町に霞堤が残されています。
　1892（明治25）年12月に慶應義塾を卒業した一三は、三井銀行から内定を受け、韮崎に戻ります。
元旦を布屋本家で迎え、松が明けないうちに親戚や友人らに見送られて布屋本家を出発し、いよいよ社
会人の心構えで東京に向かいます。中宿分家西側の霞堤（写真）に出てその先の釜無橋を渡り、西郡路
（駿信往還）を鰍沢まで歩いて一泊します。しかし何故か心と足は重かったのです。それは、銀行員にな
ることへの抵抗があり、福澤諭吉の教え「独立自尊」に反するからでした。そのためか、翌早朝に富士川
を舟で岩淵まで下り、東海道線に乗り換えて三井銀行東京本店に直行すべきところ、三島駅で途中下車
してしまいます。そこから徒歩で山越えして熱海で療養中の元学友を訪ね、そこでしばらく遊んでから東
京に出て下根岸の親戚宅に身を置きますが、依然として銀行には出社せずブラブラしていました。結局、
腰を上げたのは３か月遅れの４月４日となります。銀行側ものんびりしたもので、ちゃんと秘書課勤務の
辞令を出しました。それから５か月後、自ら希望して運命の大阪支店に異動します。
●釜無橋
　一三が三井銀行に入行したころ、現在の船山橋からおよそ150メートル上流に釜無橋がありました。釜
無川は急流で、大 になるとすぐに橋が流れてしまうため、丸太を連結した簡単な橋をかけ、その工事は
布屋が資金を出していたそうです。

ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センターががお手伝いしますお手伝いします
　ファミリーサポートとは、市内在住の３か月から小学校６年生までの
子どもを対象に、「子育てを援助してほしい方（お願い会員）」と「子育
てを援助したい方（まかせて会員）」が地域の中でお互いに助け合うシ
ステムです。利用には事前に登録が必要です。入会は随時受付していま
すので、ご希望の方はお問い合わせください。
■利 用 料   1 時間 700 円（1 時間未満も 1 時間分の料金）
　　　　　   （土・日・祝日・12/29 ～ 1/3・時間外は 1 時間 800 円）
　※月額 3 万円を上限に利用料（交通費を除く）の半額を助成 ( 要申請）
　※最初の 1 時間以降、30 分以内は 1 時間分の利用料の半額
　※当日のキャンセルはキャンセル料がかかります。
　※ミルクやおむつ等やむを得ず用意した場合は実費精算
■援助時間　７時～ 19 時（時間外は応相談）
■援助場所　・韮崎市子育て支援センター にらちび
		  （9 時～ 17 時）
　　　　　　・お願い会員宅またはまかせて会員宅
　　　　　　・送迎場所や送迎先

 ■問い合わせ　韮崎市ファミリー・サポート・センター事務局（韮崎市子育て支援センター内） ☎23-7676

あなたのまちの子育て応援団♪あなたのまちの子育て応援団♪

詳細はコチラ

体験会開催
日時　11月25日（金）
	 13時～14時30分
場所　韮崎市子育て支援センター
　　　にら★ちび（ニコリ3階）
対象　まだ利用したことがない方
定員　親子4組
料金　700円
　※助成金を請求することで、

実質無料で体験できます。
内容	 スタッフが付き添う中で、

実際に託児体験をしていた
だきます。託児中は別室で
手づくりおもちゃを作りま
しょう。
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10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
会
議
室
９

■
条
件　
両
日
参
加
で
き
る
方

■
受
講
料　
２
，
０
０
０
円

　
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
代

　
５
０
０
円
含
む
）

■
定
員　
20
名
（
要
申
込
）

※
最
少
催
行
人
数
10
名

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
講
師　
す
ま
い
る
プ
ラ
ス

　
　
　
　
笹さ
さ
本も
と 

美み

恵え 

氏

■
申
込
み　
ニ
コ
リ
総
合
受
付
で

参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
れ
し
め
飾
り
作
り
教
室

　
シ
ッ
ク
な
テ
イ
ス
ト
で
ま
と
め

た
洋
風
の
し
め
飾
り
に
挑
戦
し
ま

し
ょ
う
！

■
日
時　
12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
受
講
料　
１
，
８
０
０
円

■
定
員　
15
名
（
要
申
込
）

※
最
少
催
行
人
数
５
組

■
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー
ま
た
は
ペ

ン
チ
（
針
金
を
カ
ッ
ト
で
き
る

道
具
）、
目
打
ち
、
ハ
サ
ミ
、

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
グ
ル
ー

ガ
ン
（
お
持
ち
の
方
）

イ
ベ
ン
ト

学
ん
で
に
っ
こ
り
第
８
弾

～
甲
斐
源
氏
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
～

　

市
内
を
歩
き
、
文
化
や
歴
史
、

魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
９
時
～
14
時
頃

■
集
合
場
所　
願
成
寺
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
８
時
50
分
集
合

■
定
員　
20
名
（
要
申
込
）

※
最
少
催
行
人
数
４
名

■
持
ち
物　
飲
料
水
、
帽
子
、
タ

オ
ル
な
ど
必
要
な
物

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
案
内
人　
韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
閏う
る
間ま 

俊と
し
明あ
き

■
参
加
費　
１
０
０
円

※
雨
天
時
は
ニ
コ
リ
会
議
室
に
て

座
学
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
み　
ニ
コ
リ
総
合
受
付
で

参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
活
用
術
と

生
前
整
理
の
ス
ス
メ
講
座

　

多
す
ぎ
る
モ
ノ
を
整
理
し
て
、

前
向
き
な
人
生
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

せ
ん
か
？

■
日
時　
11
月
24
日
（
木
）、

　
　
　
　
12
月
１
日
（
木
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
会
議
室
５・
６

■
講
師

　
ア
ト
リ
エ
・
サ
ン
サ
シ
オ
ン

　
竹た
け
内う
ち 

ま
さ
み 

氏

■
申
込
み　
ニ
コ
リ
総
合
受
付
で

参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

「
本
で
知
ろ
う
サ
ッ
カ
ー
と
世
界

の
文
化
」
展
示

　
皆
さ
ん
が
待
ち
に
待
っ
た
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
11
月
に

い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
サ
ッ
カ
ー
に
関
す
る
資

料
や
日
本
と
予
選
で
対
戦
す
る

国
、
歴
代
優
勝
国
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

　
本
を
通
じ
て
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
展
示
期
間　
10
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
11
月
29
日
（
火
）

防
災
展
示
『
子
ど
も
・
ペ
ッ
ト
・

ご
近
所
さ
ん
も
…
み
ん
な
で
助
か

ろ
う
「
防
災
月
間
」』

　
山
梨
県
で
は
、
11
月
を
「
防
災

月
間
」
と
し
、
広
く
防
災
に
つ
い

て
の
関
心
や
理
解
を
深
め
、
防
災

意
識
を
高
め
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
も
防
災
に
関
す

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

る
本
や
手
軽
に
作
れ
る
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
の
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
防
災
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
展
示
期
間　
11
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
～
11
月
29
日
（
火
）

第
19
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～

入
賞
・
入
選
作
品
巡
回
展

　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
富

士
山
あ
て
年
賀
状
の
入
選
作
品

２
０
０
点
を
館
内
に
展
示
し
ま

す
。
様
々
な
思
い
の
つ
ま
っ
た
年

賀
状
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
11
月
１
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

「
お
は
な
し
会
」

　
季
節
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
お
は
な
し
会
に
参
加

さ
れ
た
方
に
お
り
が
み
と
折
り
方

の
解
説
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

お
う
ち
で
お
り
が
み
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
か
ら
20
分
程
度

■
場
所　
読
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　
マ
ス
ク
の
着
用
が
可
能

な
２
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も

韮
崎
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
者

第9回☆
小
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

倉く
ら
谷や　
凜り

子こ

（
韮
崎　

２
年
）

市
長
賞

藤ふ
じ
原わ
ら　
悠ひ
さ
亘の
ぶ
（
韮
崎　
５
年
）

藤ふ
じ
原わ
ら　
熙ひ
ろ
人と

（
韮
崎　
３
年
）

教
育
長
賞

笹さ
さ　
安あ
ん
李り　
（
北
東　

２
年
）

校
長
会
会
長
賞

藤ふ
じ
原わ
ら　
葵あ
お
い　
（
韮
崎　

２
年
）

図
書
館
長
賞

金か
ね
丸ま
る　
央ひ
ろ　
（
北
東　
１
年
）

☆
中
学
生
の
部

名
誉
市
民
賞

葉は

棚だ
な　
詠う
た　

 

（
韮
崎
西
２
年
）

玉た
ま
木き　
杏あ
ん
奈な

（
韮
崎
西
２
年
）

市
長
賞

田た

中な
か　
杏あ
ん
奈な

（
韮
崎
西
３
年
）

三さ
え
枝ぐ
さ　
詩し

茉ま

（
韮
崎
西
３
年
）

教
育
長
賞

齊さ
い
木き　
彩あ
や
乃の

（
韮
崎
東
１
年
）

校
長
会
会
長
賞

千ち

葉ば　
希の
ぞ
み歩
（
韮
崎
西
２
年
）

図
書
館
長
賞

長な
が
島し
ま　
玲れ
い　
（
韮
崎
東
２
年
）
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朗
読
の
つ
ど
い
（
参
加
無
料
）

　
11
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
夕
焼
け
ポ
ス
ト
」明

川　
哲
也 
作

朗
読　
新に
い
村む
ら　
和か
ず
人と 

氏

「
虔
十
公
園
林
」  

宮
沢　
賢
治 

作

朗
読　
保ほ

阪さ
か 

え
み
子こ 

氏

「
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
庭
」

江
國　
香
織 

作

朗
読　
小お

澤ざ
わ　
保や
す
子こ 

氏

三
ツ
星
シ
ネ
マ
上
映
会
第
10
弾
！

「
悲
し
み
よ
り
、
も
っ
と
悲
し
い

物
語
」（
２
０
１
８
年 

台
湾
）

　
大
ヒ
ッ
ト
し
た
同
名
韓
国
映
画

の
台
湾
リ
メ
イ
ク
版
と
な
る
こ
の

映
画
は
、
２
０
１
８
年
台
湾
国
内

映
画
興
行
収
入
第
１
位
を
記
録

し
、
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
ま

し
た
。「
た
と
え
こ
の
世
か
ら
消

え
よ
う
と
、
幸
せ
に
し
た
い
人
が

い
る
」。
こ
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
心
温
ま

る
感
動
作
を
お
届
け

し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
27
日
（
日
）

●
午
前
の
部
（
吹
替
え
版
）

　
９
時
30
分
～ 

開
場

　
10
時
～ 

上
映

●
午
後
の
部
（
字
幕
版
）

　
13
時
30
分
～ 

開
場

　
14
時
～ 

上
映

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
会
議
室
９

■
対
象　
中
学
生
以
上

■
席
数　
午
前
の
部
・
午
後
の
部

と
も
約
24
席

■
申
込
み

　
11
月
19
日
（
土
）
か
ら
、
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
無
料
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
（
原
則
一
人
２

枚
ま
で
。
電
話
で
の
お
取
り
置
き

は
で
き
ま
せ
ん
）。
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
、
配
布
の
際
に
は
お
名
前

と
連
絡
先
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま

す
。

※
当
日
は
チ
ケ
ッ
ト
持
参
、
マ
ス

ク
着
用
の
上
、
上
映
開
始
時
間

の
10
分
前
ま
で
に
は
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
参
加
無
料
）

　
毎
年
大
好
評
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

♪
今
年
も
人
形
劇
団
も
も
た
ろ
う

７
に
出
演
い
た
だ
き
ま
す
★

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
人
形
劇
『
へ
っ
こ
き
嫁
ド

ン
』
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も

う
！

■
日
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
14
時
30
分
～
15
時
10
分

　
（
14
時
か
ら
受
付
開
始
）

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象　
ど
な
た
で
も

■
定
員　
30
名
（
保
護
者
含
む
）

■
申
込
み
（
抽
選
制
）　

　

11
月
19
日
（
土
）
～
12
月
３
日

（
土
）
ま
で
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
お
よ
び
電
話
で
受
付
し
ま
す
。

※
抽
選
の
た
め
、

　
当
選
者
へ
の
み

　
12
月
４
日
（
日
）

　
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

韮
高
へ
行
こ
う
♪

（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
韮
崎
高
校
へ
み
ん
な
で
遊
び
に

行
き
ま
し
ょ
う
♪
高
校
生
に
よ
る

シ
ア
タ
ー
タ
イ
ム
、
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
50
分
～
10
時
40
分

■
場
所　
韮
崎
高
等
学
校

■
集
合　
９
時
30
分

　
ニ
コ
リ
１
階

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前

※
雨
天
時
は
現
地
集
合

■
定
員　
未
就
園
児
の
親
子
10
組

多
胎
ち
ゃ
ん
パ
パ
マ
マ
の
会

（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　

ふ
た
ご
・
み
つ
ご
ち
ゃ
ん
の
子

育
て
の
こ
と
、
パ
パ
マ
マ
自
身
の
こ

と
な
ど
、
お
し
ゃ
べ
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
11
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　
２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

　
ま
た
は
z
o
o
m
ア
プ
リ
を
使

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

■
定
員　
妊
婦
さ
ん
、
０
～
３
歳

児
の
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
親
子

４
組

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ
～
幸
福
の
小

径
で
ア
ー
ト
に
ふ
れ
よ
う
♪
～

（
雨
天
中
止
・
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
幸
福
の
小
径
を
親
子
で
歩
き
な

が
ら
、
芸
術
作
品
に
触
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　
11
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
10
時
15
分（
現
地
集
合
）

■
定
員　
未
就
園
児
の
親
子
８
組

■
ガ
イ
ド

　
韮
崎
大
村
美
術
館　
学
芸
員

■
持
ち
物　
普
段
の
お
出
か
け
グ
ッ

ズ
、
水
筒
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

※
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
対
象
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

に
ら
★
ち
び
ま
つ
り

（
要
予
約
・
参
加
無
料
）

　
工
作
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

シ
ア
タ
ー
、
助
産
師
・
栄
養
士
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
に
や
さ
し
い
お
店

や
団
体
「
に
ら
ぐ
る
み
ん
」
の
お

買
物
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　
12
月
１
日
（
木
）

　
　
　
①
10
時
～
12
時

　
　
　
②
13
時
～
15
時

■
場
所　
３
階
に
ら
★
ち
び

■
定
員　
①
②
そ
れ
ぞ
れ
、
未
就

園
児
の
親
子
80
名

■
持
ち
物　
エ
コ
バ
ッ
グ

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●国民健康保険より
 10月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、1４９,２１９,６８４円（前年同月比５.５６％減）で、１人
あたりの保険者負担額は、2３,９９０円（前年同月比２.０６
%減）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約に
ご協力ください。

●市の人口　10月１日現在 　　  　             （前月比）
　男　１４，２９７人（うち外国人３０３人）   　　３人減
　女	　１４，１７０人（うち外国人２６８人）   　　４人減
　計　２８，４６７人（うち外国人５７１人）   　　７人減
　世帯数　１２，８４３世帯    　　　     　 　２３世帯増

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
記
載
の
内
容

が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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相　

談

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

info
rm

a
tio

n

　

お
知
ら
せ

　

募　

集

令
和
５
年
二
十
歳
の
つ
ど
い
（
旧

成
人
式
）
の
ご
案
内

　
対
象
と
な
る
方
へ
、
12
月
上
旬

に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
現
在

本
市
に
住
民
登
録
が
な
い
方
で
出

席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
末

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

　
13
時
30
分
開
始

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課 

生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
６・
２
６
７
）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者
の

た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、「
農

業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終
身

年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

水
中
レ
ッ
ス
ン
参
加
者
募
集
！

　
水
の
浮
力
に
よ
っ
て
身
体
へ
の

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
筋
力
を
鍛

え
ま
す
。
肩
こ
り
・
腰
痛
・
む
く

み
改
善
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
10
時
15
分
～
11
時

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
19
時
15
分
～
20
時

■
費
用　
１
回
５
０
０
円

※
券
売
機
に
て
ご
購
入
く
だ
さ
い

（
入
館
料
別
）。

■
持
ち
物　
水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ

ッ
プ
、
飲
み
物

■
定
員　
20
名
程
度

■
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

　
☎
２
０
‐
２
２
２
２

山
梨
県
俳
句
大
会
作
品
募
集

　
俳
句
を
通
し
た
交
流
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
高
校
生
以
上
）

　
４
句
一
組
（
四
季
雑
詠
・
未
発
表
）

■
参
加
料　
一
組
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
※
高
校
生
は
無
料

ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年

金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
令

和
４
年
５
月
か
ら
加
入
可
能
年
齢

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
国
民
年
金
の

保
険
料
納
付
済
期
間
が
４
８
０
月

（
40
年
）
に
満
た
な
い
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
で
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
方
も
農
業
者
年

金
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

た
め
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

韮
崎
市
農
業
委
員
会

（
内
線
２
２
１・
２
２
６
）

労
働
保
険
加
入
手
続
は
お
済
み
で

す
か
？

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。
１
人
で
も
労
働
者

を
雇
っ
て
い
る
場
合
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
は
、手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
２
２
‐
１
３
３
１

10
士
業
に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会

　

各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
司
法
書
士・行
政
書
士・税
理
士・

弁
護
士
等
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
相
談
時
間
は
一
組
30
分

■
場
所　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
「
か
い
て
ら
す
」

■
定
員　
60
組
（
申
込
先
着
順
）

　
相
談
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
申
込
期
限
：
11
月
18
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
１
３
１
８

　

講　

習

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
（
無
料
）

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
な
使
い

方
か
ら
伐
採
実
習
ま
で
を
行
う
、

初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で

す
。
所
有
森
林
を
手
入
れ
す
る
た

め
に
も
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　
峡
北
森
林
組
合

　
　
　
　
資
材
置
き
場

■
定
員　
10
名
（
申
込
先
着
順
）

■
服
装
・
持
ち
物　
作
業
着
、
作

業
用
手
袋
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安

全
靴
ま
た
は
長
靴
、
防
護
メ
ガ

ネ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記

用
具
、
マ
ス
ク

※
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
あ
る
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
11
月
10
日
（
木
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

農
林
振
興
担
当

　
　
　
　
　
（
内
線
２
２
５
）

（
有
料
広
告
）

11月 24日（木）〜25日（金）

- 完全予約制　秘密厳守 -

住所：韮崎市旭町上條南割 887-5



19

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
記
載
の
内
容
が
中
止
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
（
消
印
有
効
）

　
11
月
20
日
（
日
）
ま
で

■
表
彰　
大
会
会
長
賞
、
知
事
賞
等

表
彰
式
は
令
和
５
年
２
月
予
定

※
募
集
要
項
は
教
育
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

　
☎
０
５
５
３
‐
４
４
‐
３
３
３
９

　

イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

①
野
生
の
蔓
で
カ
ゴ
作
り
体
験

　
野
生
の
蔓
を
使
っ
た
カ
ゴ
の
作

り
方
を
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
作

品
に
仕
上
が
り
ま
す
。
汚
れ
て
も

良
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
８
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
12
日

②
色
鉛
筆
で
ス
ケ
ッ
チ
体
験
教
室

　
色
鉛
筆
で
好
き
な
物
や
風
景
な

ど
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
作
品
に
仕

上
げ
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。

■
日
時　
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
12
人

■
参
加
費　
２
０
０
円

■
持
ち
物　
色
鉛
筆
、
描
き
た
い

物
・
写
真
な
ど

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
19
日

③
木
の
実
の
リ
ー
ス
・
マ
ス
コ
ッ

ト
作
り
体
験

　
い
ろ
い
ろ
な
木
の
実
や
木
々
を

組
み
合
わ
せ
て
、
動
物
の
か
わ
い

い
マ
ス
コ
ッ
ト
や
リ
ー
ス
を
作
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
12
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
込
み　
11
月
１
日
～
26
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７
‐
４
３
６
２

甲
府
矯
正
展

　
刑
務
所
で
の
取
組
の
紹
介
や
全

国
の
刑
務
所
で
製
作
し
た
石
け

ん
、
木
箱
、
バ
ッ
グ
類
、
家
具
等

を
展
示
販
売
し
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

　
　
　
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
15
時

■
場
所

　
山
梨
県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス

ク
エ
ア
お
よ
び
県
民
ひ
ろ
ば

■
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所 

企
画
部
門

　
☎
０
５
５
‐
２
４
１
‐
８
３
１
１

プ
レ
富
士
山
芸
術
祭
２
０
２
２

　
ア
ー
ト
を
通
じ
て
山
梨
の
魅
力

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
期
間
中
、

韮
崎
ワ
イ
ン
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

■
期
間
（
水
曜
日
休
館
）

　
11
月
８
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

　
９
時
～
17
時

※
15
日
は
15
時
ま
で

■
場
所　
螢
雪
寮

■
入
場
料　
５
０
０
円

　
　
　
　
※
大
学
生
以
下
無
料

■
特
別
イ
ベ
ン
ト

　
11
月
13
日
（
日
）

　
11
時
～
12
時

●
大
和
絵
・
日
本
画
家

　
伊い

東と
う
正ま
さ
次つ
ぐ
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク

●
「
韮
崎
ワ
イ
ン
の
魅
力
と
ワ
イ

ン
の
楽
し
み
方
」

　
保ほ

坂さ
か
香き
ょ
う

子こ 

氏

　
（
ワ
イ
ン
製
産
者
・
フ
ー
ド
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
高た
か
橋は
し
直な
お
子こ 
氏
（
ソ
ム
リ
エ
）

■
主
催

　
富
士
山
芸
術
祭
２
０
２
２
実
行

委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　
０
９
０
‐
８
６
８
８
‐
９
０
２
８

（
韮
崎
担
当 
成
島
）

 韮崎交番からのお便り

【思いやりの一言】
　11月は、日の入りが早く、夕方の時間帯（17時から19時までの間）は、歩行者をまきこむ交通事故
が増えますので、運転手は早めにライトを点灯させ、交通事故防止に努めましょう。

■問い合わせ　韮崎交番　☎20-0110（内線580）

秋山の安全登山について
　秋山シーズンとなりました。紅葉狩りやキノコ採りなどで入山する機会が増えます。
山岳遭難には十分に注意してください。
　令和 3 年の秋山シーズン中における山岳遭難の発生は 41 件で 45 人の方が遭難して
います（うち、死亡 5 人、負傷 19 人、ケガ無し 21 人）。
　日帰り登山や観光、キノコ採りであっても、ヘッドライトや地図を忘れずに携行
してください。冬眠前の熊に襲われる遭難も発生していますので、熊よけの鈴やラ
ジオなどもあわせて携行しましょう。
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武田の里にらさき 花火大会

18時30分～19時［予定］
釜無川河川公園
※露店の出店は予定していません

■問い合わせ　武田の里まつり実行委員会
（産業観光課 商工観光課内）

内線215

韮崎11歴史探訪
イレブン

DVD好評販売中
■販売価格　1,700円（税込）
■販売場所
　●総合政策課（市役所3階）
　●韮崎市地域情報発信センター
　　　　　　　　　　（ニコリ1階）
　●韮崎大村美術館
※郵送での販売をご希望の方はお問い
　合わせください。
■問い合わせ　
　総合政策課 政策推進担当（内線356）

　大人気のツアーを今年も開催！全長約17キロの
徳島堰を韮崎市から南アルプス市までバスと徒歩
で楽しみましょう♪（約5キロ程度歩きます。）
■集　合	 8時30分～15時解散
（集合場所：南アルプス市ふるさと文化伝承館）
■定　員	 40名（申込先着順）
	 ※受付は11月1日（木）から	
■参加費　100円
■持ち物　弁当、水筒、マスクなど
■申込み・問い合わせ
　南アルプス市ふるさと文化伝承館（木曜休館）
　☎055-282-7408
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